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当
財
団
は
、一
九
六
三
年（
昭
和
三
十
八

年
）に
㈱
日
本
交
通
公
社
（
現
㈱
ジ
ェ
イ

テ
ィ
ー
ビ
ー
）
を
分
離
し
た
後
、「
旅
行

及
び
観
光
の
健
全
な
発
達
を
期
し
、
観
光

関
係
事
業
の
向
上
発
展
を
図
る
」（
旧
寄

附
行
為
）
こ
と
を
目
的
に
、
公
益
事
業
に

主
体
的
に
取
り
組
む
組
織
へ
と
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
以
降
、
こ
の
目
的
を
達
成

す
べ
く
、
今
日
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

当
財
団
の
事
業
は
、
大
き
く
次
の
二
本

の
柱
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
観
光
文
化
振
興
事
業
（
自
主
事
業
）

当
財
団
の
独
自
財
源
を
活
用
し
、
自

主
研
究
の
推
進
、
主
催
セ
ミ
ナ
ー
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、「
旅
の
図
書
館
」
の

運
営
、
機
関
誌
『
観
光
文
化
』
や
研
究

成
果
を
ま
と
め
た
出
版
物
の
発
行
、
観
光

政
策
相
談
室
の
運
営
、
賛
助
会
員
事
業
、

大
学
で
の
寄
付
講
座
（
寄
付
講
義
）
の
設

置
、
学
会
で
の
研
究
成
果
の
公
表
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
自
主
研
究
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
一
年
度
（
平
成
二
十
三
年
度
）
に
お

い
て
、
主
に
以
下
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

・
旅
行
者
動
向
調
査

（『
旅
行
者
動
向
２
０
１
１
』
と
し
て
出
版
）

・
海
外
旅
行
市
場
調
査
（『
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン

サ
イ
ト
２
０
１
１
』
と
し
て
出
版
）

・
旅
行
市
場
構
造
分
析
研
究
会

・
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
活
動
状
況
を
公
開
）

・
地
域
に
お
け
る
戦
略
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推

進
に
関
す
る
研
究
（『
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
の

ツ
ボ
２
』
と
し
て
出
版
）

・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
先
行
的
ト
レ
ン
ド
研
究

（「
先
読
み
！
マ
ー
ケ
ッ
ト
ト
レ
ン
ド
」と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
）

・
観
光
・
交
流
に
対
す
る
住
民
意
識
に
関
す
る

研
究

・
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
研
究

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
活
動
状
況
を
公
開
）

・
観
光
資
源
評
価
に
関
す
る
研
究

・
利
用
者
の
観
点
に
立
っ
た
自
然
公
園
の
管
理

運
営
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

・
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
（
キ
ャ
リ
ン
グ
・

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
に
関
す
る
研
究
（
沖
縄
県

那
覇
市
に
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
）

・
東
日
本
大
震
災
発
生
後
一
年
間
に
お
け
る
旅

行
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
す
る
影
響
研
究

・
東
北
の
観
光
復
興
状
況
に
関
す
る
調
査

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調
査
結
果
を
公
表
）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
通
信

財
団
活
動
の
い
ま
…

「
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
」
の
活
動
概
要

観光文化の振興を目指す公益財団法人です

公益財団法人
日本交通公社

旅行・観光の健全かつ持続的な発展に寄与するとともに、
旅行・観光に関わる事業全般の向上を図ることにより、社会に貢献します。

「旅の図書館」
運営

自主研究 受託調査

セミナー・
シンポジウム

受託研修

機関誌・出版

●総合研究課題
●個別研究課題
●自主研究発表会

●旅行市場・マーケットに関する調査
●観光政策並びに地域のビジョン・

計画の策定
●観光施設、宿泊施設の整備・

事業計画の策定
●海外の観光関連調査

●海外旅行動向シンポジウム（毎年7月）
●旅行動向シンポジウム（毎年12月）
●観光基礎講座（毎年6月）
●観光実践講座（毎年11月） ●シンポジウム・セミナー等の

受託
●ホスピタリティ研修への

講師派遣
●定期刊行物／観光文化、

旅行年報、旅行者動向など
●書籍／観光読本、
「エコツーリズム さあ、はじめよう！」など

観光文化振興事業
（自主事業）

調査研修事業
（受託事業）



間
を
取
り
戻
す
プ
ラ
ス
の〝
キ
ー
ワ
ー
ド
〟

で
あ
り
、
一
人
を
楽
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
身
に
付
け
た
自
立
し
た
女
性
が
増

え
て
い
る
こ
と
」
な
ど
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
議
論
で
は
、「
現

在
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
『
お
ひ
と
り
さ

ま
』
は
旅
館
に
と
っ
て
も
有
望
な
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
な
り
得
る
」、「
旅
館
も
、
一
人
客

と
い
え
ば
自
分
の
趣
味
探
求
を
楽
し
み

に
旅
行
す
る
中
高
年
（
主
に
男
性
）
や
訳

あ
り
の
女
性
の
一
人
客
と
い
っ
た
従
来
の

イ
メ
ー
ジ
を
引
き
ず
る
の
で
は
な
く
、
新

し
い
顧
客
層
『
お
ひ
と
り
さ
ま
』
の
出
現

に
気
づ
き
対
応
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
」

と
、
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

今
後
も
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で

は
、
会
員
温
泉
地
と
当
財
団
が
温
泉
地
・

旅
館
の
将
来
に
つ
い
て
熱
く
深
く
徹
底
的

に
議
論
を
行
い
、
議
論
か
ら
見
え
て
き
た

普
遍
的
な
価
値
を
世
の
中
に
発
信
し
、
広

く
温
泉
地
の
魅
力
づ
く
り
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
主
任
研
究
員
　
吉
澤
清
良
）

＊
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
詳
細
は
、
同
研
究
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。http://onm

achi.jp/

＊『
二
〇
一
一
年
度 

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会 

デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
記
録
』
な
ど
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

で
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

・
陸
中
海
岸
地
域
の
観
光
復
興
に
関
す
る
基
礎

調
査
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調
査
結
果
を
公
表
）

・
田
野
畑
村
の
観
光
復
興
に
か
か
る
支
援
事
業

②
調
査
研
修
事
業
（
受
託
事
業
）

国
や
地
域
の
観
光
振
興
、地
域
活
性
化
、

観
光
人
材
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

各
種
事
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一一
年
度（
平
成
二
十
三
年
度
）は
、

国（
観
光
庁
、国
土
交
通
省
、内
閣
府
、経

済
産
業
省
、環
境
省
）、都
道
府
県
（
青
森

県
、東
京
都
、長
野
県
、三
重
県
、鳥
取
県
、

沖
縄
県
）、市
区
町
村（
神
奈
川
県
箱
根
町
、

新
潟
県
胎
内
市
、岐
阜
県
白
川
村
、三
重

県
鳥
羽
市
、長
崎
県
佐
世
保
市
、大
分
県

由
布
市
、奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
）、各

種
団
体
、民
間
企
業
等
の
事
業
に
参
画
し

ま
し
た
。

＊
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
修
実
績
一
覧
は
当
財
団
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
二
年
（
平
成
二
十
四
年
）
四
月
の

「
公
益
財
団
法
人
」
へ
の
移
行
後
も
基
本
方

針
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、「
旅
行
及
び
観
光

の
健
全
な
発
達
と
観
光
関
係
事
業
の
向
上

発
展
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
我
が
国
の

観
光
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
」（
定
款
）

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
く
所
存
で
す
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
今
年
度
、
今
後

「
東
日
本
大
震
災
以
降
、
温
泉
地
・
旅
館

に
求
め
ら
れ
て
い
る
社
会
的
価
値
（
意

味
）」
を
、
ま
た
九
月
に
は
「
温
泉
地
・

旅
館
の
長
期
滞
在
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
、

真
剣
に
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
二
月

に
は
、
研
究
会
の
開
催
地
を
栃
木
県
那
須

塩
原
市
板
室
温
泉「
大
黒
屋
」に
変
え
、「
ア

ー
ト
の
精
神
で
取
り
組
む
旅
館
経
営
」
に

つ
い
て
学
び
、議
論
し
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
度
は
六
月
に
、
第
一
回
研

究
会
を
、
多
く
の
旅
館
が
敬
遠
し
が
ち

な
「
お
ひ
と
り
さ
ま
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

第
二
次
お
ひ
と
り
さ
ま
ブ
ー
ム
の
背
景
や

他
業
種
の
対
応
、
旅
館
の
取
り
組
み
事

例
、
利
用
者
の
実
態
等
の
調
査
結
果
を
も

と
に
、
温
泉
地
や
温
泉

旅
館
の
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

各
種
の
調
査
結
果
か

ら
は
、「
社
会
全
体
に

女
性
の
お
ひ
と
り
さ
ま

を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
評
価

す
る
傾
向
が
生
ま
れ
て

い
る
こ
と
」、「
お
ひ
と

り
さ
ま
は
今
や
負
で
は

な
く
、
自
分
自
身
の
時

32

の
具
体
的
な
組
織
運
営
お
よ
び
事
業
の
あ

り
方
を
探
る
べ
く
、
十
年
後
の
組
織
の
姿

を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
次
期
中
期

経
営
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
企
画
課
長
　
牧
野
博
明
）

観
光
文
化
事
業
部

温
泉
地
・
温
泉
旅
館
の

将
来
を
考
え
る

「
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
の
運
営

観
光
文
化
事
業
部
で
は
、
研
究
調
査

部
と
と
も
に
、
日
本
で
も
有
数
の
温
泉

地
（
阿
寒
湖
、草
津
、鳥
羽
、有
馬
、由
布

院
、
黒
川
）
が
当
財
団
に
一
堂

に
会
し
、
共
通
の
課
題
に
つ
い

て
語
り
合
い
、
そ
の
方
向
性
を

探
る
「
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研

究
会
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
一
年
度
か
ら
は
、
特
に

「
半
歩
先
ゆ
く
テ
ー
マ
の
設
定

と
徹
底
的
な
議
論
、
そ
し
て
ア

ク
シ
ョ
ン
、
検
証
」
と
い
っ
た

サ
イ
ク
ル
の
実
践
を
重
視
し
、

研
究
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
一
年
度
は
、
六
月
に
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